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　札幌を中心にイベントの出展
などによる広報活動を行ってい
ます。さらに、島牧村にて活躍
できる人材になるべく資格の取
得に励んでいます。道の指定す
る研修を受け、北海道避難所運
営ゲーム（Do はぐ）マスターを
取得しました。これで災害時の
避難所運営のシミュレーション
をゲーム形式で体験することが
可能になります。また、イベン
ト等出展時に使えるように「食
品衛生責任者」の資格取得も行
いました。現在は「ファイナン

シャルプランナー」取得に向け
て勉強を行っています。取得後
は、移住希望者のプランニング
などに活かせればと思います。
　３月４日に札幌市にてイベン
ト出展を行う予定です。卒業後
の起業に向けて着々と準備を進
めています。
　起業後は島牧の農産物や特産
物の販売や、広告、デザイン、
企画プランニング、市場調査な
ど承りますので、来年度以降も
宜しくお願い致します。

▷
食
品
衛
生
責
任
者
資
格
取
得

未
来
を
拓
く
力
に
！

　

地
域
お
こ
し
協
力
隊

地
域
お
こ
し
協
力
隊
・
・
・

　

高
齢
化
や
人
口
の
減
少
に
対
応
す
る

た
め
、
都
市
地
域
の
人
材
を
積
極
的
に

誘
致
し
、
そ
の
定
住
・
定
着
を
図
る
こ

と
で
、
意
欲
あ
る
都
市
住
民
ニ
ー
ズ
に

応
え
な
が
ら
、
地
域
力
の
維
持
強
化
を

図
っ
て
い
く
こ
と
を
目
的
と
す
る
取
組

み
で
す
。

　

本
村
で
は
、
現
在
３
名
の
若
者
が
地

域
に
溶
け
こ
み
日
々
奮
闘
し
て
い
ま

す
。
彼
ら
の
最
近
の
取
組
を
ご
紹
介
し

ま
す
。

　　伊藤　孝介  さん

　●出身地 ‐ 福島県原町市
　　　　　（現：南相馬市原町区）

　●活　動 ‐ 村のＰＲ活動
　　　　　　交流・移住者促進活動

▷
札
幌
で
の
イ
ベ
ン
ト
に
て
島
牧
産
の

椎
茸
や
ト
マ
ト
ジ
ュ
ー
ス
を
販
売
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　２月に札幌にて開催された、
「さっぽろ雪まつりつどーむ会
場「道の駅フェア」」へ出展し
ました。冬期は特に集客が難し
く、他のどの道の駅も同じよう
に頭を抱える時期でしたが、今
回のイベント参加によって、こ
の閑散期にも多くのお客様に島
牧村のＰＲや販売もでき、昨年
度にはなかった大きな収穫だっ
たと考えております。
　今回は「島牧かき揚げそば」
という、島牧産の真ダラと南蛮

えびを使ったかき揚げとどん
じゃのりを乗せた蕎麦を販売し
ました。まだ詳しくは未定です
が、今回のかき揚げを活用して
今後も色々な形で提供できれば
と考えております。
　協力隊としての期限として早
くも残りあと一年となりまし
た。最後の一年は「山田が来て
くれて良かった」と一人でも多
くの方に思ってもらえるよう最
大限努力して参ります。今後と
も宜しくお願いいたします。

　先月、村若者育成事業で東北
視察に行っていました。普段道
内から出ることは滅多にありま
せんので、貴重な体験をさせて
頂きました。中でも福島県で新
規就農をされた方の話は、同じ
過疎地域にあり、高齢化を迎え
人手不足に悩んでいる話や、若
者が一丸となって活動している
ところは就農を目指している身
として大変勉強になりました。
　今年度で地域おこし協力隊最
終年度という節目を迎えまし
た。私が来たのは一昨年の 10
月だったこともあり、農業をや
るのは今年を含めた 2 年間とな
ります。島牧村で農業をやるた
めの下準備期間でもあるため、
できる限りのことをやりたいと
思っています。今年の一番大き

な目標は米作りです。農家さん
から指導を頂き、米作りに体験
農業者の方と挑戦します。そし
て籾摺りから精米、袋詰め、販
売までを勉強したいと思いま
す。地域おこし協力隊が終わっ
ても、島牧村で生活していける
ように頑張っていきたいと思い
ます。これからも宜しくお願い
します。

　　山田　海渡  さん

　　●出身地 ‐ 札幌市
　　

        ●活　動 ‐ 道の駅活性化　

　　丸山　倫徳  さん

　　●出身地 ‐ 札幌市
　　

        ●活　動 ‐ 農業振興
　　　　　　　  特産品開発
　　　　　　　  新規就農者支援

△東北視察で新規就農者のお宅を訪問

△雪まつり道の駅フェアに参加 △毎週金曜日役場でお弁当を販売
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ふるさと島牧を見直そう

小 学 生 国 内 視 察 研 修

１
月
9
日
か
ら
12
日
の
４
日
間
、
小
学
５
年
生
が
国
内

視
察
研
修
で
東
京
方
面
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
研
修
は
村
教
育
委
員
会
が
、
児
童
に
広
い
視
野
か

ら
郷
土
島
牧
村
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
感
覚
を
養
っ
て
も

ら
い
、
将
来
的
に
地
域
活
性
化
や
文
化
の
向
上
な
ど
を
地

域
社
会
の
形
成
に
積
極
的
に
参
加
で
き
る
人
材
を
育
成
す

る
こ
と
を
目
的
に
毎
年
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

普
段
島
牧
の
生
活
で
は
体
験
で
き
な
い
経
験
を
し
て
き

た
子
ど
も
た
ち
は
、
東
京
は
ど
の
よ
う
に
感
じ
た
こ
と
で

し
ょ
う
。
こ
の
経
験
か
ら
島
牧
を
見
つ
め
直
し
、
今
後
の

人
生
の
糧
に
し
て
欲
し
い
で
す
。

　

研
修
に
参
加
し
た
代
表
児
童
の
作
文
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

国
内
視
察
研
修
を
振
り
返
っ
て

　
　
　
　

島
牧
小
学
校
５
年　

浜
野　

寧
々

　

国
内
視
察
で
は
、
東
京
に
行
き
ま
し
た
。

島
牧
村
と
は
真
逆
で
、
人
も
大
き
な
建
物
も

多
い
の
で
、
見
た
こ
と
の
な
い
景
色
を
見
て

ド
キ
ド
キ
し
て
い
ま
し
た
。

　

一
日
目
は
、
バ
ス
、
電
車
、
新
幹
線
と
島

牧
村
で
は
乗
れ
な
い
乗
り
物
に
乗
れ
た
し
、

お
台
場
と
い
う
と
こ
ろ
の
自
主
研
修
で
班
に

分
か
れ
、
調
べ
学
習
で
調
べ
た
場
所
へ
自
分

た
ち
で
向
か
う
の
で
、
友
達
と
楽
し
く
お
話

し
な
が
ら
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

二
日
目
は
、文
部
科
学
省
や
国
会
議
事
堂
、

東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
の
三
つ
を
見
学
し
ま
し

た
。
文
部
科
学
省
で
は
、
年
々
ご
と
の
給
食

の
変
化
や
宇
宙
の
こ
と
な
ど
に
つ
い
て
詳
し

く
教
え
て
く
れ
た
の
で
、
習
っ
て
い
な
い
こ

と
も
分
か
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
国
会
議

事
堂
は
、入
れ
な
い
部
屋
も
あ
っ
た
け
れ
ど
、

普
段
見
せ
て
く
れ
な
い
と
こ
ろ
を
見
せ
て
い

た
だ
い
た
の
で
、
す
ご
い
良
い
経
験
に
な
っ

た
と
思
い
ま
し
た
。
あ
と
、
そ
の
部
屋
の
細

か
い
所
ま
で
説
明
し
て
く
れ
た
の
で
良
か
っ

た
で
す
。
東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
で
は
、
班
行

動
で
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
に
行
く
前
に
、
浅
草
の

雷
門
を
く
ぐ
っ
た
所
に
あ
る
屋
台
の
人
た
ち

に
島
牧
村
の
魅
力
カ
ー
ド
を
丁
寧
に
す
ば
や

く
配
る
こ
と
が
で
き
、
東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー

に
い
く
と
き
に
迷
わ
ず
、
早
く
着
く
こ
と
が

で
き
た
の
で
良
か
っ
た
で
す
。

　

三
日
目
は
、
東
京
国
立
科
学
館
と
東
京

デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
を
見
学
し
ま
し
た
。
東

京
国
立
科
学
館
で
は
、
地
球
の
こ
と
や
日
本

の
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
文
以

外
に
も
画
像
や
絵
、
そ
の
実
物
な
ど
が
あ
る

の
で
、
も
っ
と
詳
し
く
知
る
こ
と
が
で
き
た

の
で
良
か
っ
た
で
す
。
東
京
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ

ン
ド
で
は
、
地
図
を
見
た
り
、
そ
の
こ
と
に

つ
い
て
全
然
決
め
ら
れ
な
く
て
時
間
を
使
っ

て
し
ま
っ
た
の
で
、
遊
ぶ
時
間
な
ど
が
短
く

な
っ
て
し
ま
っ
た
け
れ
ど
、
乗
り
た
か
っ
た

乗
り
物
に
乗
れ
た
の
で
楽
し
か
っ
た
で
す
。

お
昼
や
夜
に
ご
は
ん
も
食
べ
ま
し
た
。
す
ご

く
美
味
し
か
っ
た
で
す
。

　

四
日
目
は
、横
浜
中
華
街
に
行
き
ま
し
た
。

始
め
に
横
浜
中
華
街
を
班
の
み
ん
な
と
ま
わ

り
ま
し
た
。そ
し
て
次
に
、羽
田
空
港
に
行
っ

て
、
初
め
て
飛
行
機
に
乗
る
の
で
出
発
す
る

と
き
に
こ
わ
か
っ
た
け
れ
ど
、
安
心
し
て
乗

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
良
い
経
験
に
な
っ

た
と
思
い
ま
し
た
。

　

国
内
視
察
研
修
を
振
り
返
っ
て
、
東
京
と

い
う
い
つ
も
は
行
け
な
い
場
所
に
行
け
て
見

学
で
も
い
ろ
い
ろ
な
場
所
に
行
け
た
の
で
楽

し
か
っ
た
し
、
勉
強
で
き
た
の
で
よ
か
っ
た

で
す
。
あ
と
、
徒
歩
で
そ
の
場
所
に
行
く
と

き
に
東
京
の
色
々
な
景
色
が
見
ら
れ
た
の
で

良
か
っ
た
で
す
。
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春から １年生
　２月２０日、春から小学校に通う新１年生の一日体験入学が行われ、現１年生と一緒にけん

玉を作ったり、この日の為に準備したゲームをして交流しました。新１年生をご紹介します。

藤田　真悠  ちゃん 藤田　悠愛  ちゃん 山下　梨愛  ちゃん 加藤　世菜  ちゃん

近江　来生  くん 目時　麟  くん 小倉　久宗  くん
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　この度、芳賀敏治さん（字元町　昭和 5年２月 13日生）が米寿（88歳）
を迎えられました。おめでとうございます。
　お祝いとして長寿者慶祝金が村から贈られました。これからも健康に
留意され、趣味を楽しみながら元気にお過ごし下さい。
　また、現在、デイサービスに月９回通う芳賀さんから、デイサービス
の利用を検討している方々へメッセージをお預かりしましたのでご紹介
します。

　「このたび、米寿（88 歳）のお祝いとして長寿者慶祝金が村から贈られましたことを誠に光栄
に存じます。併せて 2 月 16 日にもデイサービスセンターにおいて誕生会が開かれます。広報掲
載にあたり人生のエッセーの一部を紹介させてください。
　私は終戦 4 年目の年に就職し、丁度最悪の食糧難の時代でした。これを乗り越えることが急務
となり、その一端を任され懸命に努力し、平和な時代を迎えました。退職後は自適な生活を迎え
ましたが 2 度にわたる骨折と病気に見舞われ、その後遺症から外仕事は一切出来なくなり、これ
を克服するため一歩クラブなど福祉のお世話になり、デイサービスも 3 年目を迎えました。この
福祉施設は同じ屋根の下で福祉課・診療所などが一同に会し、協調し合い運営されておりますこ
と、誠に感謝しております。老齢者の一人として常日頃私は「心の解す場」と「気持ちを癒す場」
を望んでおりましたので、満足しております。また、デイサービスの藤田所長や山田代行、職員
の方々が親身にお世話をしてくれます。引き続きお世話になりますので、これからも多くの方が
デイサービスに参加してくだされば良いなと思っております。」

ご長寿万歳

川岸一次さん　　北海道産業貢献賞受賞
　この度、字永豊町の川岸一次さんが北海道産業貢
献賞（農業関係功労者）を受賞されました。
　川岸さんは、昭和４１年以来、農業委員会委員又
会長として離農や耕作放棄地が年々増加する本村に
おいて、農地の利用促進に努めるとともに、農地の
集積、集約化などに尽力されました。また、新規就
農者などの支援方策として、交付金制度の導入の推
進や各農業委員と連携した荒廃農地の再生に取り組
むなど、永年にわたり献身的な努力を重ね、本村の
農業の発展に多大な貢献をされました。
　川岸さんは、「自分が作るお米が一番美味しい。こ
れからも体が動くうちは自分でお米を作って、永年
の知識と技術を次の世代の人にも繋げていけたら良
い。」と話していました。
　この度の受賞、心よりお慶び申し上げます。

　　　芳賀　敏治　さん
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平成３０年４月より、

『生活支援体制整備事業』 が始まります。

みなさんは５年後、１０年後、自分たちが暮らす地域をどのようにしたいですか？

今、全国の各市町村で「地域における助け合い活動」を広める取組みが行われています。この事

業はその取組みを推進する役割として始まります。

　　　島牧村役場　福祉課在宅介護支援係

　　　　　　　　　　　　電     話：0136-75-6001　ＦＡＸ：0136-79-2002               

具体的にはどんなこと？

　たとえば、みなさんはこんなことはありませんか？

電球が切れて交換したいけど、

天井が高くて交換できない・・・

助 け 合 い の 輪 が あ れ ば

交換するよ。

　　　困った時はお互いさま！

　　　　地域のみなさんで助け合いをはじめませんか？

村では平成３０年度、地域での助け合いを応援するため、助け合い活動の勉強会を開催します。

具体的な開催時期や内容が決まりましたら広報等でお知らせいたします。



8

村からの
お知らせ

　　広報活動についてのご意見は

企画情報係までお寄せください。

（電話　75-6212）
　

3
月
28
日
︑
4
月
4
日
︑
11
日
︑
18
日　

毎
週
水
曜
日
︑
相
談
無
料

▽
事
前
予
約
制

▽
予
約
受
付
時
間　

　
　
　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
4
時

▽
住
所　

岩
内
町
高
台
84
︲
3　

　
　
　
　
　
︵
佐
藤
精
肉
店
と
な
り
︶

℡
0
1
3
5
︲
62
︲
8
3
7
3

FAX 

0
1
3
5
︲
62
︲
8
3
8
3

　

協
会
け
ん
ぽ
北
海
道
支
部
で
は
年

度
内
に
1
回
、
加
入
者
の
皆
様
の
検
診

費
用
の
一
部
を
助
成
し
て
い
ま
す
。
35

歳
～
74
歳
の
被
保
険
者
︵
ご
本
人
︶
さ

ま
へ
は
、
が
ん
検
診
を
含
め
た
充
実
し

た
健
診
項
目
の
﹁
生
活
習
慣
病
予
防
検

診
﹂
を
、40
歳
～
74
歳
の
被
扶
養
者
︵
ご

家
族
︶
さ
ま
へ
は
、
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ

ン
ド
ロ
ー
ム
に
着
目
し
た
﹁
特
定
健
康

診
査
﹂
と
二
つ
の
健
診
を
ご
用
意
し
て

お
り
ま
す
。

　

生
活
習
慣
病
の
予
防
と
早
期
発
見
・

早
期
治
療
の
た
め
に
も
年
に
1
度
は
健

診
を
受
け
ま
し
ょ
う
！

︻
お
問
い
合
せ
︼

全
国
健
康
保
険
協
会
︵
協
会
け
ん
ぽ
︶

北
海
道
支
部

℡　

0
1
1
︲
7
2
6
︲
0
3
5
2

平
成
30
年
度
第
1
回
北
海
道
警
察
官
採

用
試
験
受
験
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

●
受
験
資
格

昭
和
61
年
4
月
2
日
か
ら
平
成
13
年
4

月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方

○
A
区
分

学
校
教
育
法
に
よ
る
大
学
︵
短
期
大
学

を
除
く
︶
等
を
卒
業
し
た
方
︵
平
成
31

年
3
月
末
日
ま
で
に
卒
業
見
込
者
を
含

む
︶

○
Ｂ
区
分

Ａ
区
分
以
外
の
方

●
試
験
日

平
成
30
年
5
月
20
日
︵
日
︶

●
受
付
期
間

平
成
30
年
3
月
1
日
︵
木
︶
か
ら

　
　
　
　

4
月
23
日
︵
月
︶
ま
で
の
間

※
な
お
︑受
験
願
書
は
3
月
1
日
︵
木
︶

か
ら
警
察
署
等
で
交
付
し
て
い
ま
す

︻
お
問
い
合
せ
︼

寿
都
警
察
署

℡　

０
１
３
６
︲
62
︲
２
１
１
０

島
牧
開
発
株
式
会
社

代
表
取
締
役　
　

河
上　
　

勝　

様　
　
　
　

村
地
域
福
祉
基
金　
　
　
　

30
万
円　

ふ
る
さ
と
納
税

大
澤　

武　

様
︵
東
京
都
︶

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

２
万
円

佐
藤　

正
幸　

様
︵
石
川
県
︶　　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

２
万
円

佐
藤　

智
理　

様
︵
東
京
都
︶　　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
万
円

野
原　

他
喜
男　

様
︵
北
海
道
︶　　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

５
万
円

若
山　

よ
し
子　

様
︵
千
葉
県
︶　　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

２
万
円

阿
部　

聖
史　

様
︵
千
葉
県
︶　　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

５
万
円

　　

島
牧
村
へ
の
ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
寄
附
の
趣
旨
に
沿
っ
て
有
効
に

活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

村
へ
の
ご
厚
意
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

し
り
べ
し
弁
護
士
相
談
セ
ン
タ
ー

開
設
の
お
知
ら
せ

平
成
30
年
度「
協
会
け
ん
ぽ
の
検
診
」

の
ご
案
内

北
海
道
警
察
官
募
集

善
意
に
感
謝
し
ま
す
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平成 30 年度 「南しりべし法律相談センター」 相談日

●寿都会場
・月 日・・・第３金曜日
・時 間・・・午後 1 時～午後 4 時（3 時までに新たな受付がない場合 3 時以降は終了可）
・場 所・・・寿都町総合文化センター ( 寿都郡寿都町字開進町１８７－１)
　　　　　　     電話：0136-62-2100

・連 絡 先・・・寿都町役場　企画課　新谷氏 ( 寿都郡寿都町字渡島町１４０番地１)
　　　　　　     電話：0136-62-2608

●黒松内会場
・月 日・・・第１金曜日（５月・１月は第２金曜日）
・時 間・・・午後 1 時～午後 4 時（3 時までに新たな受付がない場合 3 時以降は終了可）
・場 所・・・黒松内町総合町民センター ( 黒松内町字黒松内３９２－２)
　　　　　　     電話：0136-72-3160

・連 絡 先・・・黒松内町役場　総務課　平手氏 ( 黒松内町字黒松内３０２－１)
　　　　　　       電話：0136-72-3311

年金の窓口 国民年金保険料学生納付特例制度のご案内

　国民年金は、20歳以上であれば、学生も加入しなければなりません。
　しかし、学生の方は一般的に所得が少ないため、ご本人の所得が一定額以下の場合、国民
年金保険料の納付が猶予される「学生納付特例制度」があります。
　対象となる方は、学校教育法に規定する大学 ( 大学院 )、短期大学、高等学校、高等専門学校、
専修学校及び各種学校 ( 修業年限 1年以上である課程 ) に在学する学生等で、ご本人の前年
所得が次の計算式で計算した金額以下であることが条件です。

〈所得のめやす〉　118 万円＋｛扶養親族等の数× 38 万円｝

　学生納付特例の承認期間は 4月から翌年 3月までとなりますが、承認を受けた次の年度
も在学予定である場合、4月始めに再申請の用紙が届きます。引き続き学生納付特例制度の
申請をご希望の場合は、必要事項を記入の上ご返送ください。

【お問い合せ】   倶知安地域事務所　倶知安町南 3 条東 1 丁目℡　0136 ‐ 23 ‐ 3540
                            自衛官募集相談員　後藤　諭                               ℡　0136 ‐ 76 ‐ 7504

　
　自
衛
官
募
集
案
内

募集種目 受験資格 受付期間 試験期日

予備自衛官補

一般

18 歳以上
34 歳未満の者

（細部については札幌地本
倶知安地域事務所にご確認
ください） 30 年 1 月 9 日（火）

～ 4 月 6 日（金）

平成 30 年 4 月 14 日（土）
～ 18 日（水）

（いずれか 1 日を指定されま
す）

技能

18 歳以上で別表にある国
家免許資格等を有する者

（別表細部については札幌
地本倶知安地域事務所にご
確認ください）



運

転

免

許

更新時講習
　寿都町文化センター

一般・違反講習
  4月17日（火）
　一　般　者　13：00～14：00
　違　反　者　14：45～16：45

優良・初回講習
　3月16日（金）　4月20日（金）
　優　良　者　13：00～13：30
　初回更新者　14：15～16：15

高齢者講習
（70歳以上・事前予約制）

八雲自動車学校　
0137－63－2111　
　　　　※ご予約はお早めに

島牧ＣＡＴスキーツアー

交通安全はみんなの願い

死亡交通事故

０の日
平成 29年

2月 28日現在 4946 日達成

ふるさとスケッチ

　
　
　
　

●
発
行
／
島
牧
村　

●
編
集
／
企
画
課
企
画
情
報
係　
　
　

（
℡
０
１
３
６-

７
５-

６
２
１
２ 

内
線
26
）　
　
　
　

　

〒
０
４
８-

０
６
２
１ 

北
海
道
島
牧
郡
島
牧
村
字
泊
83
番
地　

        

●
印
刷
／
株
式
会
社 

総
北
海　

　　　　

広
報
し
ま
ま
き    

2 

月
号

　　　　

広
報
し
ま
ま
き　

３　
月
号

連日、海外からのスキーヤーが狩場山のパウダース
ノーを楽しんでいます。　　　　　　　2/15　撮影

　　

（2月 1日～ 2月 28 日掲載申出分・敬称略）

■たんじょう����������������
       30. 2. 2 村上　慈

いつき

希 …………………　元町
        （村上大玄・春香のお子さん）

■おくやみ……………………………………………
　　30. 2. 4 柏谷　良子 (85 歳）………　原歌町　　

■人口及び世帯数（30年2月28日現在） ……………
 1,512 人 （前月比　▲ 2 人）
 　男：　748 人 （前月比  ▲ 3 人）
 　女：　764 人 （前月比　　 1 人）
 　　　　835 戸 （前月比　▲ 3戸）

編　

集　

後　

記

広
報
３
月
号
を
お
読
み
頂
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
紙
面
で
も
取
り
上
げ
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
が
、
先
日
小
学
校
の
１
日
体
験
入

学
に
取
材
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。
小
学
校
に
通

う
の
を
待
ち
ど
お
し
に
し
て
い
る
新
１
年
生
の

は
し
ゃ
ぐ
姿
と
少
し
お
兄
さ
ん
お
姉
さ
ん
気
分

で
お
世
話
を
す
る
現
１
年
生
の
交
流
に
と
て
も

和
ま
さ
れ
ま
し
た
。春
か
ら
ラ
ン
ド
セ
ル
背
負
っ

て
元
気
に
登
校
す
る
姿
が
楽
し
み
で
す
。
△
こ

の
編
集
後
記
を
書
い
て
い
る
２
月
28
日
現
在
、

ま
だ
ま
だ
厳
し
い
寒
さ
が
続
き
、
降
雪
も
続
く

一
方
で
す
。
例
年
だ
と
こ
の
時
期
に
な
る
と
少

し
ず
つ
雪
も
溶
け
始
め
、
春
の
訪
れ
を
感
じ
る

季
節
に
な
っ
て
い
る
は
ず
で
す
が
・
・
・
。
広

報
発
行
日
に
は
少
し
は
春
め
い
た
感
じ
に
な
っ

て
い
る
で
し
ょ
う
か
。　
　
　
　
　
　
　
（
Ｋ
）　　
　
　
　
　
　
　

 

　

             

2
月

3
月

 2月16日～3月15日
    20 日　小学校一日体験入学
    26 日　三者連絡会
      

6 日　第 1 回村議会定例会
      8 日　スポーツ表彰式
    15 日　中学校卒業式

し ま ま き
わが家の

お殿様

「大きくなったら新幹線の運転士さんになる！」と言う
位、鉄道好きの絢介のおかげで、パパとママも鉄道に
詳しくなりました。
少し人見知りですが、家ではたくさん遊び、たくさん
おしゃべりして、とってもにぎやかです。
すくすく大きくなって、いつかパパとママを新幹線に
乗せてね。

大森　絢
しゅんすけ

介くん

（平成27年1月5日生） 字泊／大森隆・
紗矢香さんのお子さん
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　札幌を中心にイベントの出展
などによる広報活動を行ってい
ます。さらに、島牧村にて活躍
できる人材になるべく資格の取
得に励んでいます。道の指定す
る研修を受け、北海道避難所運
営ゲーム（Do はぐ）マスターを
取得しました。これで災害時の
避難所運営のシミュレーション
をゲーム形式で体験することが
可能になります。また、イベン
ト等出展時に使えるように「食
品衛生責任者」の資格取得も行
いました。現在は「ファイナン

シャルプランナー」取得に向け
て勉強を行っています。取得後
は、移住希望者のプランニング
などに活かせればと思います。
　３月４日に札幌市にてイベン
ト出展を行う予定です。卒業後
の起業に向けて着々と準備を進
めています。
　起業後は島牧の農産物や特産
物の販売や、広告、デザイン、
企画プランニング、市場調査な
ど承りますので、来年度以降も
宜しくお願い致します。

▷
食
品
衛
生
責
任
者
資
格
取
得

未
来
を
拓
く
力
に
！

　

地
域
お
こ
し
協
力
隊

地
域
お
こ
し
協
力
隊
・
・
・

　

高
齢
化
や
人
口
の
減
少
に
対
応
す
る

た
め
、
都
市
地
域
の
人
材
を
積
極
的
に

誘
致
し
、
そ
の
定
住
・
定
着
を
図
る
こ

と
で
、
意
欲
あ
る
都
市
住
民
ニ
ー
ズ
に

応
え
な
が
ら
、
地
域
力
の
維
持
強
化
を

図
っ
て
い
く
こ
と
を
目
的
と
す
る
取
組

み
で
す
。

　

本
村
で
は
、
現
在
３
名
の
若
者
が
地

域
に
溶
け
こ
み
日
々
奮
闘
し
て
い
ま

す
。
彼
ら
の
最
近
の
取
組
を
ご
紹
介
し

ま
す
。

　　伊藤　孝介  さん

　●出身地 ‐ 福島県原町市
　　　　　（現：南相馬市原町区）

　●活　動 ‐ 村のＰＲ活動
　　　　　　交流・移住者促進活動

▷
札
幌
で
の
イ
ベ
ン
ト
に
て
島
牧
産
の

椎
茸
や
ト
マ
ト
ジ
ュ
ー
ス
を
販
売



3

　２月に札幌にて開催された、
「さっぽろ雪まつりつどーむ会
場「道の駅フェア」」へ出展し
ました。冬期は特に集客が難し
く、他のどの道の駅も同じよう
に頭を抱える時期でしたが、今
回のイベント参加によって、こ
の閑散期にも多くのお客様に島
牧村のＰＲや販売もでき、昨年
度にはなかった大きな収穫だっ
たと考えております。
　今回は「島牧かき揚げそば」
という、島牧産の真ダラと南蛮

えびを使ったかき揚げとどん
じゃのりを乗せた蕎麦を販売し
ました。まだ詳しくは未定です
が、今回のかき揚げを活用して
今後も色々な形で提供できれば
と考えております。
　協力隊としての期限として早
くも残りあと一年となりまし
た。最後の一年は「山田が来て
くれて良かった」と一人でも多
くの方に思ってもらえるよう最
大限努力して参ります。今後と
も宜しくお願いいたします。

　先月、村若者育成事業で東北
視察に行っていました。普段道
内から出ることは滅多にありま
せんので、貴重な体験をさせて
頂きました。中でも福島県で新
規就農をされた方の話は、同じ
過疎地域にあり、高齢化を迎え
人手不足に悩んでいる話や、若
者が一丸となって活動している
ところは就農を目指している身
として大変勉強になりました。
　今年度で地域おこし協力隊最
終年度という節目を迎えまし
た。私が来たのは一昨年の 10
月だったこともあり、農業をや
るのは今年を含めた 2 年間とな
ります。島牧村で農業をやるた
めの下準備期間でもあるため、
できる限りのことをやりたいと
思っています。今年の一番大き

な目標は米作りです。農家さん
から指導を頂き、米作りに体験
農業者の方と挑戦します。そし
て籾摺りから精米、袋詰め、販
売までを勉強したいと思いま
す。地域おこし協力隊が終わっ
ても、島牧村で生活していける
ように頑張っていきたいと思い
ます。これからも宜しくお願い
します。

　　山田　海渡  さん

　　●出身地 ‐ 札幌市
　　

        ●活　動 ‐ 道の駅活性化　

　　丸山　倫徳  さん

　　●出身地 ‐ 札幌市
　　

        ●活　動 ‐ 農業振興
　　　　　　　  特産品開発
　　　　　　　  新規就農者支援

△東北視察で新規就農者のお宅を訪問

△雪まつり道の駅フェアに参加 △毎週金曜日役場でお弁当を販売
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ふるさと島牧を見直そう

小 学 生 国 内 視 察 研 修

１
月
9
日
か
ら
12
日
の
４
日
間
、
小
学
５
年
生
が
国
内

視
察
研
修
で
東
京
方
面
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
研
修
は
村
教
育
委
員
会
が
、
児
童
に
広
い
視
野
か

ら
郷
土
島
牧
村
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
感
覚
を
養
っ
て
も

ら
い
、
将
来
的
に
地
域
活
性
化
や
文
化
の
向
上
な
ど
を
地

域
社
会
の
形
成
に
積
極
的
に
参
加
で
き
る
人
材
を
育
成
す

る
こ
と
を
目
的
に
毎
年
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

普
段
島
牧
の
生
活
で
は
体
験
で
き
な
い
経
験
を
し
て
き

た
子
ど
も
た
ち
は
、
東
京
は
ど
の
よ
う
に
感
じ
た
こ
と
で

し
ょ
う
。
こ
の
経
験
か
ら
島
牧
を
見
つ
め
直
し
、
今
後
の

人
生
の
糧
に
し
て
欲
し
い
で
す
。

　

研
修
に
参
加
し
た
代
表
児
童
の
作
文
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

国
内
視
察
研
修
を
振
り
返
っ
て

　
　
　
　

島
牧
小
学
校
５
年　

浜
野　

寧
々

　

国
内
視
察
で
は
、
東
京
に
行
き
ま
し
た
。

島
牧
村
と
は
真
逆
で
、
人
も
大
き
な
建
物
も

多
い
の
で
、
見
た
こ
と
の
な
い
景
色
を
見
て

ド
キ
ド
キ
し
て
い
ま
し
た
。

　

一
日
目
は
、
バ
ス
、
電
車
、
新
幹
線
と
島

牧
村
で
は
乗
れ
な
い
乗
り
物
に
乗
れ
た
し
、

お
台
場
と
い
う
と
こ
ろ
の
自
主
研
修
で
班
に

分
か
れ
、
調
べ
学
習
で
調
べ
た
場
所
へ
自
分

た
ち
で
向
か
う
の
で
、
友
達
と
楽
し
く
お
話

し
な
が
ら
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

二
日
目
は
、文
部
科
学
省
や
国
会
議
事
堂
、

東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
の
三
つ
を
見
学
し
ま
し

た
。
文
部
科
学
省
で
は
、
年
々
ご
と
の
給
食

の
変
化
や
宇
宙
の
こ
と
な
ど
に
つ
い
て
詳
し

く
教
え
て
く
れ
た
の
で
、
習
っ
て
い
な
い
こ

と
も
分
か
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
国
会
議

事
堂
は
、入
れ
な
い
部
屋
も
あ
っ
た
け
れ
ど
、

普
段
見
せ
て
く
れ
な
い
と
こ
ろ
を
見
せ
て
い

た
だ
い
た
の
で
、
す
ご
い
良
い
経
験
に
な
っ

た
と
思
い
ま
し
た
。
あ
と
、
そ
の
部
屋
の
細

か
い
所
ま
で
説
明
し
て
く
れ
た
の
で
良
か
っ

た
で
す
。
東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
で
は
、
班
行

動
で
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
に
行
く
前
に
、
浅
草
の

雷
門
を
く
ぐ
っ
た
所
に
あ
る
屋
台
の
人
た
ち

に
島
牧
村
の
魅
力
カ
ー
ド
を
丁
寧
に
す
ば
や

く
配
る
こ
と
が
で
き
、
東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー

に
い
く
と
き
に
迷
わ
ず
、
早
く
着
く
こ
と
が

で
き
た
の
で
良
か
っ
た
で
す
。

　

三
日
目
は
、
東
京
国
立
科
学
館
と
東
京

デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
を
見
学
し
ま
し
た
。
東

京
国
立
科
学
館
で
は
、
地
球
の
こ
と
や
日
本

の
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
文
以

外
に
も
画
像
や
絵
、
そ
の
実
物
な
ど
が
あ
る

の
で
、
も
っ
と
詳
し
く
知
る
こ
と
が
で
き
た

の
で
良
か
っ
た
で
す
。
東
京
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ

ン
ド
で
は
、
地
図
を
見
た
り
、
そ
の
こ
と
に

つ
い
て
全
然
決
め
ら
れ
な
く
て
時
間
を
使
っ

て
し
ま
っ
た
の
で
、
遊
ぶ
時
間
な
ど
が
短
く

な
っ
て
し
ま
っ
た
け
れ
ど
、
乗
り
た
か
っ
た

乗
り
物
に
乗
れ
た
の
で
楽
し
か
っ
た
で
す
。

お
昼
や
夜
に
ご
は
ん
も
食
べ
ま
し
た
。
す
ご

く
美
味
し
か
っ
た
で
す
。

　

四
日
目
は
、横
浜
中
華
街
に
行
き
ま
し
た
。

始
め
に
横
浜
中
華
街
を
班
の
み
ん
な
と
ま
わ

り
ま
し
た
。そ
し
て
次
に
、羽
田
空
港
に
行
っ

て
、
初
め
て
飛
行
機
に
乗
る
の
で
出
発
す
る

と
き
に
こ
わ
か
っ
た
け
れ
ど
、
安
心
し
て
乗

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
良
い
経
験
に
な
っ

た
と
思
い
ま
し
た
。

　

国
内
視
察
研
修
を
振
り
返
っ
て
、
東
京
と

い
う
い
つ
も
は
行
け
な
い
場
所
に
行
け
て
見

学
で
も
い
ろ
い
ろ
な
場
所
に
行
け
た
の
で
楽

し
か
っ
た
し
、
勉
強
で
き
た
の
で
よ
か
っ
た

で
す
。
あ
と
、
徒
歩
で
そ
の
場
所
に
行
く
と

き
に
東
京
の
色
々
な
景
色
が
見
ら
れ
た
の
で

良
か
っ
た
で
す
。
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春から １年生
　２月２０日、春から小学校に通う新１年生の一日体験入学が行われ、現１年生と一緒にけん

玉を作ったり、この日の為に準備したゲームをして交流しました。新１年生をご紹介します。

藤田　真悠  ちゃん 藤田　悠愛  ちゃん 山下　梨愛  ちゃん 加藤　世菜  ちゃん

近江　来生  くん 目時　麟  くん 小倉　久宗  くん
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　この度、芳賀敏治さん（字元町　昭和 5年２月 13日生）が米寿（88歳）
を迎えられました。おめでとうございます。
　お祝いとして長寿者慶祝金が村から贈られました。これからも健康に
留意され、趣味を楽しみながら元気にお過ごし下さい。
　また、現在、デイサービスに月９回通う芳賀さんから、デイサービス
の利用を検討している方々へメッセージをお預かりしましたのでご紹介
します。

　「このたび、米寿（88 歳）のお祝いとして長寿者慶祝金が村から贈られましたことを誠に光栄
に存じます。併せて 2 月 16 日にもデイサービスセンターにおいて誕生会が開かれます。広報掲
載にあたり人生のエッセーの一部を紹介させてください。
　私は終戦 4 年目の年に就職し、丁度最悪の食糧難の時代でした。これを乗り越えることが急務
となり、その一端を任され懸命に努力し、平和な時代を迎えました。退職後は自適な生活を迎え
ましたが 2 度にわたる骨折と病気に見舞われ、その後遺症から外仕事は一切出来なくなり、これ
を克服するため一歩クラブなど福祉のお世話になり、デイサービスも 3 年目を迎えました。この
福祉施設は同じ屋根の下で福祉課・診療所などが一同に会し、協調し合い運営されておりますこ
と、誠に感謝しております。老齢者の一人として常日頃私は「心の解す場」と「気持ちを癒す場」
を望んでおりましたので、満足しております。また、デイサービスの藤田所長や山田代行、職員
の方々が親身にお世話をしてくれます。引き続きお世話になりますので、これからも多くの方が
デイサービスに参加してくだされば良いなと思っております。」

ご長寿万歳

川岸一次さん　　北海道産業貢献賞受賞
　この度、字永豊町の川岸一次さんが北海道産業貢
献賞（農業関係功労者）を受賞されました。
　川岸さんは、昭和４１年以来、農業委員会委員又
会長として離農や耕作放棄地が年々増加する本村に
おいて、農地の利用促進に努めるとともに、農地の
集積、集約化などに尽力されました。また、新規就
農者などの支援方策として、交付金制度の導入の推
進や各農業委員と連携した荒廃農地の再生に取り組
むなど、永年にわたり献身的な努力を重ね、本村の
農業の発展に多大な貢献をされました。
　川岸さんは、「自分が作るお米が一番美味しい。こ
れからも体が動くうちは自分でお米を作って、永年
の知識と技術を次の世代の人にも繋げていけたら良
い。」と話していました。
　この度の受賞、心よりお慶び申し上げます。

　　　芳賀　敏治　さん
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平成３０年４月より、

『生活支援体制整備事業』 が始まります。

みなさんは５年後、１０年後、自分たちが暮らす地域をどのようにしたいですか？

今、全国の各市町村で「地域における助け合い活動」を広める取組みが行われています。この事

業はその取組みを推進する役割として始まります。

　　　島牧村役場　福祉課在宅介護支援係

　　　　　　　　　　　　電     話：0136-75-6001　ＦＡＸ：0136-79-2002               

具体的にはどんなこと？

　たとえば、みなさんはこんなことはありませんか？

電球が切れて交換したいけど、

天井が高くて交換できない・・・

助 け 合 い の 輪 が あ れ ば

交換するよ。

　　　困った時はお互いさま！

　　　　地域のみなさんで助け合いをはじめませんか？

村では平成３０年度、地域での助け合いを応援するため、助け合い活動の勉強会を開催します。

具体的な開催時期や内容が決まりましたら広報等でお知らせいたします。
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村からの
お知らせ

　　広報活動についてのご意見は

企画情報係までお寄せください。

（電話　75-6212）
　

3
月
28
日
︑
4
月
4
日
︑
11
日
︑
18
日　

毎
週
水
曜
日
︑
相
談
無
料

▽
事
前
予
約
制

▽
予
約
受
付
時
間　

　
　
　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
4
時

▽
住
所　

岩
内
町
高
台
84
︲
3　

　
　
　
　
　
︵
佐
藤
精
肉
店
と
な
り
︶

℡
0
1
3
5
︲
62
︲
8
3
7
3

FAX 

0
1
3
5
︲
62
︲
8
3
8
3

　

協
会
け
ん
ぽ
北
海
道
支
部
で
は
年

度
内
に
1
回
、
加
入
者
の
皆
様
の
検
診

費
用
の
一
部
を
助
成
し
て
い
ま
す
。
35

歳
～
74
歳
の
被
保
険
者
︵
ご
本
人
︶
さ

ま
へ
は
、
が
ん
検
診
を
含
め
た
充
実
し

た
健
診
項
目
の
﹁
生
活
習
慣
病
予
防
検

診
﹂
を
、40
歳
～
74
歳
の
被
扶
養
者
︵
ご

家
族
︶
さ
ま
へ
は
、
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ

ン
ド
ロ
ー
ム
に
着
目
し
た
﹁
特
定
健
康

診
査
﹂
と
二
つ
の
健
診
を
ご
用
意
し
て

お
り
ま
す
。

　

生
活
習
慣
病
の
予
防
と
早
期
発
見
・

早
期
治
療
の
た
め
に
も
年
に
1
度
は
健

診
を
受
け
ま
し
ょ
う
！

︻
お
問
い
合
せ
︼

全
国
健
康
保
険
協
会
︵
協
会
け
ん
ぽ
︶

北
海
道
支
部

℡　

0
1
1
︲
7
2
6
︲
0
3
5
2

平
成
30
年
度
第
1
回
北
海
道
警
察
官
採

用
試
験
受
験
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

●
受
験
資
格

昭
和
61
年
4
月
2
日
か
ら
平
成
13
年
4

月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方

○
A
区
分

学
校
教
育
法
に
よ
る
大
学
︵
短
期
大
学

を
除
く
︶
等
を
卒
業
し
た
方
︵
平
成
31

年
3
月
末
日
ま
で
に
卒
業
見
込
者
を
含

む
︶

○
Ｂ
区
分

Ａ
区
分
以
外
の
方

●
試
験
日

平
成
30
年
5
月
20
日
︵
日
︶

●
受
付
期
間

平
成
30
年
3
月
1
日
︵
木
︶
か
ら

　
　
　
　

4
月
23
日
︵
月
︶
ま
で
の
間

※
な
お
︑受
験
願
書
は
3
月
1
日
︵
木
︶

か
ら
警
察
署
等
で
交
付
し
て
い
ま
す

︻
お
問
い
合
せ
︼

寿
都
警
察
署

℡　

０
１
３
６
︲
62
︲
２
１
１
０

島
牧
開
発
株
式
会
社

代
表
取
締
役　
　

河
上　
　

勝　

様　
　
　
　

村
地
域
福
祉
基
金　
　
　
　

30
万
円　

ふ
る
さ
と
納
税

大
澤　

武　

様
︵
東
京
都
︶

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

２
万
円

佐
藤　

正
幸　

様
︵
石
川
県
︶　　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

２
万
円

佐
藤　

智
理　

様
︵
東
京
都
︶　　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
万
円

野
原　

他
喜
男　

様
︵
北
海
道
︶　　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

５
万
円

若
山　

よ
し
子　

様
︵
千
葉
県
︶　　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

２
万
円

阿
部　

聖
史　

様
︵
千
葉
県
︶　　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

５
万
円

　　

島
牧
村
へ
の
ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
寄
附
の
趣
旨
に
沿
っ
て
有
効
に

活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

村
へ
の
ご
厚
意
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

し
り
べ
し
弁
護
士
相
談
セ
ン
タ
ー

開
設
の
お
知
ら
せ

平
成
30
年
度「
協
会
け
ん
ぽ
の
検
診
」

の
ご
案
内

北
海
道
警
察
官
募
集

善
意
に
感
謝
し
ま
す



9

平成 30 年度 「南しりべし法律相談センター」 相談日

●寿都会場
・月 日・・・第３金曜日
・時 間・・・午後 1 時～午後 4 時（3 時までに新たな受付がない場合 3 時以降は終了可）
・場 所・・・寿都町総合文化センター ( 寿都郡寿都町字開進町１８７－１)
　　　　　　     電話：0136-62-2100

・連 絡 先・・・寿都町役場　企画課　新谷氏 ( 寿都郡寿都町字渡島町１４０番地１)
　　　　　　     電話：0136-62-2608

●黒松内会場
・月 日・・・第１金曜日（５月・１月は第２金曜日）
・時 間・・・午後 1 時～午後 4 時（3 時までに新たな受付がない場合 3 時以降は終了可）
・場 所・・・黒松内町総合町民センター ( 黒松内町字黒松内３９２－２)
　　　　　　     電話：0136-72-3160

・連 絡 先・・・黒松内町役場　総務課　平手氏 ( 黒松内町字黒松内３０２－１)
　　　　　　       電話：0136-72-3311

年金の窓口 国民年金保険料学生納付特例制度のご案内

　国民年金は、20歳以上であれば、学生も加入しなければなりません。
　しかし、学生の方は一般的に所得が少ないため、ご本人の所得が一定額以下の場合、国民
年金保険料の納付が猶予される「学生納付特例制度」があります。
　対象となる方は、学校教育法に規定する大学 ( 大学院 )、短期大学、高等学校、高等専門学校、
専修学校及び各種学校 ( 修業年限 1年以上である課程 ) に在学する学生等で、ご本人の前年
所得が次の計算式で計算した金額以下であることが条件です。

〈所得のめやす〉　118 万円＋｛扶養親族等の数× 38 万円｝

　学生納付特例の承認期間は 4月から翌年 3月までとなりますが、承認を受けた次の年度
も在学予定である場合、4月始めに再申請の用紙が届きます。引き続き学生納付特例制度の
申請をご希望の場合は、必要事項を記入の上ご返送ください。

【お問い合せ】   倶知安地域事務所　倶知安町南 3 条東 1 丁目℡　0136 ‐ 23 ‐ 3540
                            自衛官募集相談員　後藤　諭                               ℡　0136 ‐ 76 ‐ 7504

　
　
自
衛
官
募
集
案
内

募集種目 受験資格 受付期間 試験期日

予備自衛官補

一般

18 歳以上
34 歳未満の者

（細部については札幌地本
倶知安地域事務所にご確認
ください） 30 年 1 月 9 日（火）

～ 4 月 6 日（金）

平成 30 年 4 月 14 日（土）
～ 18 日（水）

（いずれか 1 日を指定されま
す）

技能

18 歳以上で別表にある国
家免許資格等を有する者

（別表細部については札幌
地本倶知安地域事務所にご
確認ください）



運

転

免

許

更新時講習
　寿都町文化センター

一般・違反講習
  4月17日（火）
　一　般　者　13：00～14：00
　違　反　者　14：45～16：45

優良・初回講習
　3月16日（金）　4月20日（金）
　優　良　者　13：00～13：30
　初回更新者　14：15～16：15

高齢者講習
（70歳以上・事前予約制）

八雲自動車学校　
0137－63－2111　
　　　　※ご予約はお早めに

島牧ＣＡＴスキーツアー

交通安全はみんなの願い

死亡交通事故

０の日
平成 29年

2月 28日現在 4946 日達成

ふるさとスケッチ

　
　
　
　

●
発
行
／
島
牧
村　

●
編
集
／
企
画
課
企
画
情
報
係　
　
　

（
℡
０
１
３
６-

７
５-

６
２
１
２ 

内
線
26
）　
　
　
　

　

〒
０
４
８-

０
６
２
１ 

北
海
道
島
牧
郡
島
牧
村
字
泊
83
番
地　

        

●
印
刷
／
株
式
会
社 

総
北
海　

　　　　

広
報
し
ま
ま
き    

2 

月
号

　　　　

広
報
し
ま
ま
き　

３　
月
号

連日、海外からのスキーヤーが狩場山のパウダース
ノーを楽しんでいます。　　　　　　　2/15　撮影

　　

（2月 1日～ 2月 28 日掲載申出分・敬称略）

■たんじょう����������������
       30. 2. 2 村上　慈

いつき

希 …………………　元町
        （村上大玄・春香のお子さん）

■おくやみ……………………………………………
　　30. 2. 4 柏谷　良子 (85 歳）………　原歌町　　

■人口及び世帯数（30年2月28日現在） ……………
 1,512 人 （前月比　▲ 2 人）
 　男：　748 人 （前月比  ▲ 3 人）
 　女：　764 人 （前月比　　 1 人）
 　　　　835 戸 （前月比　▲ 3戸）

編　

集　

後　

記

広
報
３
月
号
を
お
読
み
頂
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
紙
面
で
も
取
り
上
げ
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
が
、
先
日
小
学
校
の
１
日
体
験
入

学
に
取
材
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。
小
学
校
に
通

う
の
を
待
ち
ど
お
し
に
し
て
い
る
新
１
年
生
の

は
し
ゃ
ぐ
姿
と
少
し
お
兄
さ
ん
お
姉
さ
ん
気
分

で
お
世
話
を
す
る
現
１
年
生
の
交
流
に
と
て
も

和
ま
さ
れ
ま
し
た
。春
か
ら
ラ
ン
ド
セ
ル
背
負
っ

て
元
気
に
登
校
す
る
姿
が
楽
し
み
で
す
。
△
こ

の
編
集
後
記
を
書
い
て
い
る
２
月
28
日
現
在
、

ま
だ
ま
だ
厳
し
い
寒
さ
が
続
き
、
降
雪
も
続
く

一
方
で
す
。
例
年
だ
と
こ
の
時
期
に
な
る
と
少

し
ず
つ
雪
も
溶
け
始
め
、
春
の
訪
れ
を
感
じ
る

季
節
に
な
っ
て
い
る
は
ず
で
す
が
・
・
・
。
広

報
発
行
日
に
は
少
し
は
春
め
い
た
感
じ
に
な
っ

て
い
る
で
し
ょ
う
か
。　
　
　
　
　
　
　
（
Ｋ
）　　
　
　
　
　
　
　

 

　

             

2
月

3
月

 2月16日～3月15日
    20 日　小学校一日体験入学
    26 日　三者連絡会
      

6 日　第 1 回村議会定例会
      8 日　スポーツ表彰式
    15 日　中学校卒業式

し ま ま き
わが家の

お殿様

「大きくなったら新幹線の運転士さんになる！」と言う
位、鉄道好きの絢介のおかげで、パパとママも鉄道に
詳しくなりました。
少し人見知りですが、家ではたくさん遊び、たくさん
おしゃべりして、とってもにぎやかです。
すくすく大きくなって、いつかパパとママを新幹線に
乗せてね。

大森　絢
しゅんすけ

介くん

（平成27年1月5日生） 字泊／大森隆・
紗矢香さんのお子さん


